BDP - LX 91 の機能追加に関するご案内 

取扱説明書の内容に加えて、いくつかの機能び追加されます。本資料では、追加される機能について説明します。また、付属の 
取扱説明書ちあわせてご覧 < ださい。 

下の機能び追加になります。 

• DTS - HD の音声出力 
• ク□スオーバー周波数 

• BD-LIVE 


DTS-HD の音黃出力 


BD-ROM に記録されている DTS Digital Surround 、 DTS - HD ( DTS-HD High Resolution Audio 、 DTS-HD Master 
Audio ) の出力び変更になります。 

• 機能追加前は、 DTS - HD はそれらに含まれている DTS Digital Surround を U ニア PCM またはアナ□グ音声に変換して 
出力していました。機能追加後は、 DTS - HD を U ニア PCM またはアナ□グ音声に変換して出力します。 

• 7.1 チヤンネルのスピーカーシステムでご使用の場合 、 DTS Digital Sun 日 und び最大 7.1 チヤンネルで出力されます。 
詳細については下の表をご覧ください。 

太字部び変更点です。 




[音声出力 （ 7.1ch)] 端子 

[ デジタル音声出力（同軸 / 光）]端子 

[HDMI 出力 (MAIN)] 端子 

ち口の裡顯 

2 チヤンネル 
《1 

マルチチヤンネル 
《1 

リニア PCM 音声 
に変換ずる ^ 2 

リニア PCM 音声 
に変換しない ^ 3 
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《 ][ 音声出カモード]び [2 チヤンネル]または [ マルチチヤンネル]に設定されているとさ。 

※2 [ DTS 出力]び [DTS 一 PCM ] に設定されているとき。 

《3 [ DTS 出力]び [DTS ] ]/[DTS 2] に設定されているとき。 

《4 [ HDMI 音声出力]び [ PCM ] または [ 自動]に設定されているとさ。 

※己 [ DTS 出力]び [DTS 2] に設定されていると 、 DTS Digital Surround のビットスト U - ムで出力しているとき、第2 
音声（セカンダ U オーディオ）、インタラクティブオーディオは混合されません。 

《6 DTS-HD Master Audi 日、 DTS-HD High Resolution Audi 日、または DTS Digital Surround をビットスト U — ムで 
出力しているとさ、第 2 音声（セカンダ U オーディオ）、インタラクティブオーディオは混合されません。 

义1 出力解像度を 480 i または48013に設定すると 、 [HDMI ノ V イスピード伝送]の設定または接続している HDMI 機器によっ 
ては、 U ニア PCM 2 チヤンネルで出力されることびあります。 

《8接続している HDMI 機器び DTS-HD Master Audi 日、 DTS-HD High Resolution Audio のビットスト U - ムに対応 
していないときは、 U ニア PCM 7.1 チヤンネルまたは DTS Digital Surround のビットスト U - ムで出力されます。 
接続している HDMI 機器び DTS Digital Surround のビットスト U - ムに対応していないときは、 U ニア PCM で出力 
されます。 

※9出力解像度を 480 i または 480 P に設定すると 、 [HDMI ノ V イスピード伝送]の設定または接続している HDMI 機器によって 
は、 U ニア PCM 2 チヤンネルまたは DTS Digital Surround のビットスト U - ムで出力されることびあります。 


意 


-音声端テとして選んだ端テじ(外のすべての端テからの出力は、コンテンツ製作者の意図したようには聞こえないことびありま 
す。 


• 米国特言午己4己] 942号、己9己6674号、己974380号、己978762号、62266 ] 6号、6487已3己号、7392 ] 9已号、 
7272己67号、7333929号、 72] 2872号、または、米国およびその他の国での登録済み特許、または特許申請中の 
実施権に基づき製造されています。 DTS は DTS 社の登録商標であり、また、 DTS の□ユ記号、 DTS - HD および DTS - 
HD Master Audio I Essential は DTS 社の商標です。 @1996-2008 DTS 社不許複製。 
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クロスオーバー周波数 


BD-LIVE 


スピーカー設定でク□スオーバー周波数の設定び可能になり 
ふ^ 〇 

ク□ス オーバー 周波数は、スピーカーの大ささを[スモール] 
に設定しているスピーカーの低音域の何 Hz 下をサブウー 
ファーまたは L/R に振り分けて出力するか、また LFE (もと 
もとサブウーファーに出力するチヤンネル）の何 Hz までを出 
力するかを設定します。 


BD-ROM Profile 2に対応します。これにより 
B 日 NUSVIEW 機能に加え、目 D 丄 IVE 機能にち対応します。 
インターネットを経由して、予告編映像、追加の音声/字幕 
言語のダウン□ー ドやオンラインゲームなどの BD-LIVE 機能 
び楽しめます。 BD-LIVE 機能でダウン□ー ドした追加データ 
(予告編映像など）は、本機の内蔵メモ U — (4 GB ) に記憶 
します。 BD-LIVE 機能についてはディスクの説明書をご覧く 
ださい。 


クロスオー7 V —周液数ををまずる 

• スピーカーの大ささを [ スモール]に設定しているスピー 
カーびないとさは、ク□スオーバー周波数は[バイパス] 
を選んでください。 

• スピーカーの大ささを [ スモール]に設定しているスピー 
カーびあるとさは、ク□スオーバー周波数を選んでくださ 
い（バイパスは選べません）。 

• 取扱説明書の「詳細設定」、「スピーカーの設定を変更する」 
ちあわせてご覧ください。 

停止中にホームメニューを表示ずる 

^ホームメニュー ボタンを押します。 


B ぶ 

♦"目 D LIVE " □コ'は Blu-ray Disc Association の商標 
です。 

• BD-LIVE 機能を楽しむときは、インターネットにつなびつ 
ているイーヴネット八ブ （ または八ブ機能付さルーター） 
と本機を接続してください。 

• ネットワークの接続については、取扱説明書の「ネットワー 
クに接続する」をご覧ください。 


巳 D の追加データを消去ずる 


ぶ[本体設定]一[スピーカー]一[スピー 
カー設定 ] ^ [ 次画面へ]を選ぶ 

t /* ボタンで選んで、決定ボタンを押します。 


ぶ ク□スオーバーを選んで設定を変更ずる 

t /* ボタンで選んで、和/-►ボタンで設定を変更します。 
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• ク□スオーバ——ノ くイパス/日日 Hz / 80 Hz /100 Hz 
/ 150 Hz 


本機の内蔵メモ U —びいっぱいになると、目 D の追加データ 
( BD-LIVE 機能でダウン□ー ドしたデータや目日 NUSVIEW 
機能で使用するデータ）びダウン□ー ドできなくなります。 
内蔵メモ U —の記憶領域び不足していることを知らせるメッ 
セージび表示されたときは、 [ 本体設定]の旧 DMV データ消 
去]で追加データを消去してください。 


;局 


- BDMV データ消去を実行すると、 BD-LIVE 機能でダウン 
□-ドしたデータや目日 NUSVIEW 機能で使ったデータ、 
目 D - R 日 M のアプ U ケーションデータ（ゲームの八イスコア 
やブックマーク情報など）を消去します。 

- BDMV データ消去には時間びかかります。 

-消去中は電源コードを抜かないで<ださい。 


ホームメニューを表示ずる 

^ホームメニュー ボタンを押します。 
ディスクび入っているとさは操作でさません。 


おか5せ 


-フイルターをバイパスする機能のあるサブウーファーを接 
続して、スピーカーの大ささを[スモール]に設定している 
スピーカーびないとさは、サブウーファー側のフイルタを 
ノ（イパスに設定すると、本機の高精度なデジタルフイルタ 
を使用でさます。このようなとさ、ク□スオーバー周波数 
は[バイパス]じ I 外に設定してください。 

-ク□スオーバー周波数の初期値は [1 日日 Hz ] に設定されて 
います。 

-機能追加前は、スピーカーの大きさを[スモール]に設定し 
ているスピーカーびあるとさは [1 日日 Hz ] で、ないとさは 
[バイパス]で動作していました。 


ぶ[本体設定]一[オプション]一旧 DMV 
データ消去 ] ^ [ 次画面へ]を選ぶ 

t /* ボタンで選んで、ミ夫定ボタンを押します。 

ぶ データを消去ずる 

和/叶ボタンで [ はい]を選んで、決定ボタンを押します。 















巧障かな？とおった 6 


■ BD - LIVE 機能 ( BD のインターネット接続）び使えない。 

► 取扱説明書の「故障かな？と思ったら」の「ソフトウェ 
ア更新」と同様の確認を行ってください。 

► 前ページの 「 BD の追加データを消去する」を行ってくだ 
さい。 


■ BD - LIVE に細あしたディスクを読み込むとまに旧〇の 
インターネット接続を許可しまずか？ J と表示される。 

► インターネット接続の安全性に懸念びあるディスクで表 
示されます。通常は「しん^え」を選んでください。インター 
ネット接続を許可するとさは[はい]を選んでください。 

► BD - Live に非対応のディスクでも表示されることびあり 
Os 9 〇 



その他（よくあるお問い合わせ) 


▼ 本機背面部 



取扱説明書の[接続]、 [ AV アンプと 
接続ずる]の [ より良い音を楽しむに 
めには]での接続回について J 


Q 「HDMI ケーブルで接続しないでくださ 

し、。」の部分を接続したい。 

A 接続ずるときは下のことに注意してく 

ださい。 

① 音質に影響することびあります。 

⑨テレビの KURO LINK 機能をオフに設定してください。 

• KURO LINK 機能によってテレビの入力び HDMI MAIN 
側に切り換わってしまうことびあります。 

• テレビでオフできないときは本機の KURO LINK をオフに 
設定してください。ただし PQLS び機能しなくなります。 

③ 接続機器によっては誤動作することびあります。誤動作す 
るときは、接続を外してください。 











































































































